
学校生活の約束 

かほく市立大海小学校（令和７年度改訂版） 

 

１．登校下校について 

 ・集団登下校のきまり（集合時刻、集合場所、安全な歩き方、しっかりあいさつ）を守る。 

 

２．身なりについて 

＜制服＞ 

 冬服 夏服 

男
子 

・長袖上着 

・白のポロシャツ（ワンポイント可） 

・ズボン（シャツはズボンの中に入れる） 

・白のポロシャツ（ワンポイント可） 

・ズボン（シャツはズボンの中に入れる） 

女
子 

・長袖セーラー服 

・赤色の細いネクタイ 

・白のポロシャツ（ワンポイント可） 

・プリーツスカートまたはスラックス 

・白のポロシャツ（ワンポイント可） 

・プリーツスカートまたはスラックス 

・制服には、決められた名札をつける。名札はしっかりぬい付けておく。 

・ソックスは、白色、黒色、紺色の物（ワンポイント可）を着用する。 

安全のため、くるぶしがかくれる長さ以上のもの。 

・冬期間、女子はタイツやレギンス（色は黒色で無地の物）の着用可。 

衛生上の理由により、体育の授業時はタイツやレギンスを脱ぎ、ソックスに履き替える。 

・入学式や卒業式は、制服の上着を着用しソックスは白色（タイツは可）を着用して参加する。 

寒い時期であれば、タイツやレギンス（レギンスの場合は、色を黒色にそろえる）での参加も可。 

・ベストは、白色、黒色、紺色の物（ワンポイント可）の着用可。 

授業時間（体育以外）や掃除時間等に、着たまま活動を行っても良い。 

・ベルトは、華美でない物が望ましい。 

・衣替えの移行期は特に定めない。各家庭で天候や体調などを考慮し移行する。 

＜体操服＞ 

冬服 夏服 

・長袖（学校指定の物） 

・長ズボン（学校指定の物） 

・半袖（学校指定の物） 

・クォーターパンツ（学校指定の物） 

・体操服には、右図の決められた位置に名札をつける。 

布地は白色で、寸法は上着、ズボンどちらも４cm×８cmとする。 

・非常時に備え、体操服に着替えた時も、ポケットにハンカチを必ず入れておく。 

＜防寒着＞ 

・天候、気象条件等によって、ジャンパーやかっぱズボン、マフラーや手袋等の 

防寒着を着用する。 

・学校内での着用は不可とする。屋外での活動時（休み時間も含む）は着用可。 

＜水着＞ 

・スクール水着を着用する。ワンピースタイプ、セパレートタイプ両方可。 

日焼け防止用として、ラッシュガード（華美でない物）の着用可。 

日焼け止めの使用は、担任と相談して使用する。 

＜はき物＞ 

・登下校は、ズック（華美でなく運動に適した物）か長靴（雨天時）を履く。 

校内は、学校指定の内ばきズックを履く。 

・内ばきズックは、「ズック持ち帰り日」に必ず持ち帰り、洗ってくる。 

・ズック（外ばき・内ばき両方とも）には、見やすい部分に必ず記名をする。 

 

ズボンは後ろ側につける 



＜安全帽子＞ 

・校章を指定の場所につける。 

・登下校、屋外学習（遠足、社会科見学等）の際にかぶる。 

 ・安全のため、あごのゴム紐をたるみがないようにつけ、定期的にたるみがないか確認する。 

＜頭髪＞ 

・学校生活に差し支えのない髪型・長さにする。 

・長い髪はゴム（色は黒色、紺色、茶色等華美でないもの）で結ぶかピンでとめ、髪かざりはつけない。 

３．学校生活について 

＜授業・休み時間＞ 

・学校生活の約束（あいさつ、時間、服装、持ち物、整理整頓、学習規律等）を守る。 

・授業間の休み時間は、後片付け、次の授業の準備、移動教室をする時間とする。 

・教室や廊下では、走ったりボール遊びをしたりしない。 

・廊下や階段では常に右側通行を心がけ、歩く。 

・緊急避難時以外、ベランダには出ない。 

・特別教室や用具室には、先生の許可を得てから入る。 

・学校の物は大切に使い、もし破損や紛失をした場合は、必ず先生に知らせる。 

＜給食時間＞ 

・給食当番は、マスク、エプロン、頭巾を着用する。 

・お昼の放送が始まるまでに準備を終え、放送は静かに聞く。 

・食べ終わった食器は、決められた場所にきちんと返す。 

片付けの時間になるまでは、食べ終わっても自席で静かに過ごす。 

・給食後はきちんと歯をみがき、歯みがきが終わるまでは遊びに行かない。 

＜清掃時間＞ 

・男子は上着、女子は上着とスカートを脱ぎ、クォーターパンツで清掃を行う。 

上着やスカートは、ロッカーに入れて清掃場所へ行く。 

・時間いっぱい無言清掃に取り組む。 

・気温が低い日は、担当の先生の許可を得て、制服の上着を着て清掃してもよい。ベストの着用も可。 

・清掃終了後は、用具をきちんと片付けて反省会を行う。 

＜職員室の出入り＞ 

・入室時は、帽子やランドセル等を廊下に置いてから入室する。 

・入室時はあいさつ（学年、名前、用事のある先生の名前、内容等）をしてから入室する。 

退出時もしっかりあいさつをしてから退出する。 

＜その他＞ 

・１年生教室横のシーソーは、安全上の理由により、３年生以上が利用可とする。 

・前庭で遊んでも良いが、駐車場で遊んだり岩や樹木にのぼったりしない。 

・体育館や図書館の利用は、きまりをしっかり守る。 

・欠席、遅刻早退、体育の授業の見学等の場合は、学校へ必ず連絡をする。 

・登校時、忘れ物を取りに帰らない。放課後、学校へ忘れ物を取りに来ない。 

・学校生活に必要のないお金、物品は持って来ない。 

４．持ち物・学用品について 

・自分の持ち物には、必ず記名をする。 

・筆箱は、箱型の物を使用する。無地の物が望ましい。 

中身は、鉛筆５本（柄・かざりなし）、消しゴム（白色・無臭）１個、赤青鉛筆１本、名前ペン１本 

定規（15cm程度・透明・柄なし）１本、蛍光ペン（黄色・高学年のみ）を基本とする。 

 ・下敷きは、Ａ４版で無地の物が望ましい。 

 ・安全上の理由により、ランドセルには安全ブザーや安全カバー、反射板や熊すずをつける。 

その他、お守りや学校でもらった物であれば１個のみ可とする。 

５．学校外でのきまりについて 

 ・自転車は、自転車教室（３年生５月頃）を終えたら１人で乗ることができる。 

・各地域の危険な場所（大きな道路、急な坂道、池、用水路、駐車場等）では遊ばない。 

・インターネットの利用や動画視聴、ゲームやテレビの使用について家庭でルールを決める。 


